
年齢階級別でみた外来受療率と傷病別受療率の比較
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（人） 歯の補てつの外来受療率
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（人） 高血圧性疾患の外来受療率
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（人） 脳血管疾患の外来受療率

1.56倍

70～74歳は65～

69歳より受療率

は1.32倍。

1.32倍

※受療率とは
推計患者数（調査日当日に病院、一般診療所、歯科診療所で受療した患者の推計数）を人口10万対であらわした数。受療率（人口10万対）＝推計患者数／推計人口×100000

出典：厚生労働省「平成23年（2011）患者調査」の「第26-2表　外来受療率（人口10万対），性・年齢階級×傷病分類×外来（初診―再来）別」より倉林明子事務所作成
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出典：全日本民主医療機関連合会歯科部「口から見える格差と貧困～歯科酷書～」より倉林明子事務所作成 

2014年 3月 6日 予算委員会提出資料② 日本共産党 倉林明子 

 

事例① ６０代女性、国保 

 アルツハイマー型認知症で夫と二人暮らし、デイケアに毎日通っている。残存している歯２２本の

うち、１２本が重度う蝕で歯の根っこのみ残っている状態。自身で歯磨きできず、歯肉の炎症も見ら

れる。 

 経済上の理由から治療できず、このような状態になった。あと１年経てば前期高齢者で窓口負担が

１割となるため、それを待って治療を開始する予定。現在は週 1回の口腔ケアのみをおこなってい

る。 

 

 

事例② ７０代女性、国保 

 内縁の夫の年金が月２０万円あるが、知り合いの借金の肩代わりに年金の半分を持っていかれてい

る。本人は無年金。生活はギリギリで、歯科での窓口負担は年金が入った時にまとめて支払うような

状況。３年前にも治療途中で中断している。 

 残存歯１９本のうち１７本がう蝕歯。しかも重度で歯周病も重度に進行している。 

 


